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ペニシリンは1928年に英国で発見され、多くの感染症に効く奇跡の薬とし
て知られている。第二次世界大戦中も使用され多くの命を救ったが、当時
ペニシリンの実用化に成功したのは英米を除くと日本だけであった。ドイ
ツのキーゼ報告を頼りに、医、理、工、薬、農学の研究者によるペニシリ
ン研究委員会を結成し、独学で1年以内にペニシリンの大量生産を開始す
るという一大成果を成し遂げたとされる。本資料は、ペニシリン（碧素）
の開発に成功し、戦時中に実際に製造した事実を伝える資料として重要で
ある。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）


